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埼
玉
県
議
会
自
由
民
主
党
議
員
回

な
か
や
し
き

慎

一

卯

月

に

思

う

四
月
も
半
ば
を
過
ぎ

て
、
昨

日
は
、
新
し
い
市
議

の
顔
ぶ
れ

も
出
そ
ろ
い
１２
年
に

一
度

の
亥

年
の
選
挙
イ
ヤ
ー
も
前
半
戦
が

終
了
し
ま
し
た
。

己
が
思
い
を

表
し
伝
え
、
理
解
と
共
感
を
得

ら
れ
た
者

の
み
に
許
さ
れ
る
新

し
い
任
期
、
私
自
身
も
結
果
無

投
票
当
選
だ

っ
た
と
は
い
え
、

四
年
に

一
度

の
こ
の
時
期
に
、

改
め
て

「
私
心
を
捨

て
て
公
に

尽
く
す
」
を
心
に
誓

い
直
す
と

共
に
、
力
を
携
え
て
く
だ
さ

っ

た
皆
さ
ん
の
ご
期
待
に
さ
ら
に

お
応
え
し
な
け
れ
ば
と
決
意
を

新
た
に
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

五
月
か
ら
始
ま
る
新
任
期

で

は
、
自
民
党
県
議
団
の
中
で
も
、

四
期
生
と
し
て
団
運
営
の
中
枢

に
係

っ
て
い
く

こ
と
に
な
り
、

忙
し
さ
に
も
さ
ら
に
拍
車
が
か

っ

て
く
る
と
思
い
ま
す
が
、
ど
ん

な
に
忙
し
く
な
ろ
う
と
も
、

こ

の
チ
ャ
ン
ス
を
自
ら
の
経
験
値

と
し
て
積
み
上
げ
、

「
実
行
力

を
高
め
る
」

こ
と
に
結
び
付
け

て
行
か
ね
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、

下
の
報
告

の
、
県
企

業
局
に
よ
る
、
箕

田
地
区
産
業

団
地
整
備
事
業
を
確
実
に
成
功

さ
せ
、
税
収
と
地
元
雇
用
を
確

保

で
き
る
よ
う
な
企
業
誘
致
を

成
し
遂
げ
る
べ
く
、
原

口
市
政

と
県
行
政
の
連
携
を
更
に
深
め

ら
れ
る
よ
う
に
努
め
、
合
併
特

例
債
終
了
後
の
本
市
の
課
題
で

も
あ
る

「
財
政
基
盤
の
確
立
」

に
必
要
な
、

「
流
入
人
口
の
増

大
」
に
も
寄
与
す
る
で
あ
ろ
う

「
稼
ぐ
鴻
巣
」
の
新
し
い
形
、

新
た
な
展
開
を
構
築
し
て
行
け

る
よ
う
努
力
し
て
参
り
ま
す
。
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1兆8,884億6,000万円 町平県特殊詐欺の機害の防止に関する条例Jを採択
は、:乳 [:II量曹ソ旨lfl(卿意誉 1:lili[1与::;:]:肇量]:     登
されます。詐欺被宙を無くすためには、県民一人一人がその防 ための核となる条例が必要であると考え、今回の提案となりま
犯意識を更に高める必要があり、県民や事葉者がそれぞれの立 した。
場で取り組んでいくことが重要です。              同条例の提案前には、広く県民の皆さまの意見を伺うためバ
私たちは県全体が一九となつて特殊詐欺の被宙に遭いにくい プリツクコメントの募集も実施 (平成30年 12月 25日～平成31
日境をつくることで、特殊詐欺が発生しにくい環境ができてい 年1月 24日 )。 今回の議会にて採択するはこびとなりました。

農 大 跡 地 等 へ の 先 端 産 業等 の 集 積
43億 655万 円

◆ 農 大 跡 地 ※日 央鶴ヶ島 icに隣接
・土地 区画整理事 業 (造成工事等 )
・環境影響事後調査 など

◆ 周辺地域
・近未来技術 (ドローン・自動運転等 )
実証フィールドの整備

◆ 鶴 ヶ島 JC丁周辺■3市町
・LPWAを 活用したloT化の促進
・AI技術等の利用環境整備
・AI・ loT人材の育成
・地域経済牽 引事 業者への AI・ loT等
導入支援
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たな産 業 団 地 の 整 備  ■22億 3′458万円
旺 盛 な企 業 立 地 需 要 に応 えるた め に早 期 整 備
●エントリー &オーダーメードで企業ニーズを取り込む
●既存インフラを活用する「既存団地拡張モデル」を展開
●地元の拡張二一ズもつかんで他 県との競争に勝つ

―層高まる企業立地ニーズに迅速に対応
日  し、雇用創出や産業集積による地域経済
的  の活性化を図るため、鴻巣市と連携して
産 業 団 地 の 整 備 を行 う

3■年 度 予 算 額 ■9億 6′ 228万円

産 業 団地 整 備
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0犯 罪被害者支援の強化 2,805万円 田  児童虐待防止対策の充実 5,797万円

江 な一一十一
◆ 性犯調 躍 諸 刻 麺 涜 実弼 ヒ

専用1臨炎鍵釧舌「アイリスホットライン」を
24日寺間365日化

◆ 市町村支援の:劃ヒ

市町村犯罪被害者等支援総合的

対応窓回の職員研修の強化

◆彩の国ぢ圏曜被諸 ワンストッフ鍛 ンターの幾有ヒ3ロヒ

◆ 警察との連携強化

児童相談所と警察署間において児童虐待情報を共有

リアルタイムで情報共有

新システム     
警察署

◆ 市町村における相談体制の強化

児童福祉司・児童′心理司などの経験者を市町村へ派遣

◆民間との協働による泣き声通告などへの対応
児童の安全確認のうち、リスクの低い案件を協働で対応

m埼 玉野菜の産地強化
9,891万円

◆ 農地の条約化による1奇玉野菜の生産拡大

産地の核となる晨業法人へ機械化一員体系の導入支援

(例 )ねぎの機41t化一貫体系

田 災害対策アプリの提供     6,013万 円
◆防災ノヽンドブックをスマホアフリとして提供

¬Li   ■1 ■ ぃつでも~leち
歩ける
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アプリにすることて

~   
アッシュ遍知で

硼奥に伝わる

田 猛暑に対する備え

◆ 埼玉スタシアム2002公国における暑さ対策
・北広場を通熱1■塗科塗fll
・こストシャワーを設置

◆ 中小企業等の暑さ対策
。中小企業等のl・l熟対策等へ助成
・興断当距動セツトで日蔓罫騰 を疑

◆ 熱中症予防対策を行う市町村を

支援

窯■■水

蠍
児童

相談所

ワンストツプ支援センターに支援
コーディネーターを配置、相談者の
二一ズに沿った支援を実施

代よ市品      1.
/″
e聟

こ■メ
i聾 1-デ ィネーター

ia T黒

:轟 玉県書

o「子市漏管亀層&話事
の居ξ聖‰

継襲
　
脳鵬

・「こども食堂フォーラム」や
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貌旦し呼り発掘
ど舌動先紹介

「子供の居場所づくリアトパイ
ザー|による立ち上げ支援

「ことも応援ネットワーク埼玉 Jによる社会貢献活動促進

貢鼻喜1量 Ili t昴事庁|
・立ら卜tf・ 澪営支援
・衛生管理のアドバイス
・ネットワークづくりの支援

1,344万円 ti層
1嗜11地震や水害への備え

◆橋りようの耐震補強の推進   ◆県市連携による浸水対策
29億650万円        6億 9,000万円

支える .

地域の関係者
様々な社会資源

國 繭
編 ‐
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あわてすに
遭■できる

業務体験等でシングルマザーの就職駒チングを強化

●ひとり親世帯への住宅供給         ・
県営住宅を4年間で700戸供給 (H31:100戸 )

2億 1.364万 円

遠篤性盤劇菫布

埼玉スタジアム2002公 目 北広場

111111
大嬌川

1億 2,932万円

∈五)高齢単身者モデル住宅の供給

◆ 県営住宅でモデル住宅を検討

高齢者が人との交流を通じて、いきいきと

暮らせるモデル住宅を検討
・カフェや市民農□による交流の

機会づくりの試行
・課題整理や設計方針の検討

圃 人口減少が著しい地域への移住等の支援

◆ 県内 9市町村への移住や起業
への助成

趙量1輻′ゴ壇¬

、llL

冑水0
,水■■

1億2,752万円
(地方

“

生推進交付金活用 )

mマ イクロプラステンクの削減

◆先行モデル地区でのフラこみ削減活動
・河川で1日等を使つてごみを回収

・しみを分如し実態把握 結果をJ剖知

◆
.理鮒駅こ〔11組誦月樺鞣涯
◆環境対応プラスチツクヘの転換に取り組む県内製造業者に対する
技術支援、製品開発等への補助


